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井戸No.1

井戸No.2

井戸No.3

【井戸No.1】
井戸深度 50.75ｍ ポンプ φ65
限界揚水量 330L/分（475m3/日）
適正揚水量 260L/分（370m3/日）
現工場において使用中の井戸

【井戸No.2】
井戸深度 25.95ｍ※ ポンプ φ65
限界揚水量 440L/分（634m3/日）
適正揚水量 350L/分（504m3/日）
現工場の予備井戸
※ケーブル残骸により目視調査不可

【井戸No.３】
井戸深度 30.57ｍ※ ポンプ なし
限界揚水量 47L/分※
適正揚水量 33～37L/分※
現在使用していない不明井戸
※カメラ調査、清掃を行っていないため
調査次第では変更の可能性あり

井戸調査結果
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調査で判明した既設井戸（井戸No.3）の仕様は以下のとおりである。

• 井戸口径：200 mm

• 井戸進度：30.57 m

• スクリーンの種類及び位置：不明

• 揚水管：65A→50Aガス管（ネジ継ぎ） 2.75 m×7本＝19.25 m

• 水中ポンプ：吐出口径50 mm、出力3kW、製造元・型番不明

不明井戸（井戸No.３）調査結果 概要書

引き上げできたので廃棄済

段階揚水試験の結果、既設井戸の限界用水量は47L/min前後（水道の蛇口程度）

であることが判明した。従来の深度（約20m）にポンプを設置した場合、これ以上

の揚水量で汲み上げると水位が急激に低下してポンプが渇水運転となるおそれが

ある。

ただし、これは井戸内の清掃が全く行われていない現在の状況における参考値

であることに留意する必要がある。引き上げたポンプや揚水管には大量のスケー

ルが付着していたことから、ケーシングの内面やスクリーン、またスクリーンの

外側に充填された砂利にもスケールが大量に付着して目詰まりを起こしている可

能性が非常に高い。
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水 質 検 査 結 果
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井戸No.2
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